
青色申告決算書（農業用）の場合

光熱水費･･･Ｄに入力、燃料費･･･Ｃに入力
※水道光熱費と燃料費で分けられない場合、申請システムで入力する
際には、光熱水費としてまとめて入力することも可能です。

営業利益･･･Ｂに入力

仕入原価･･･Ｅに入力
※ただし農具費⑬を除く

売上･･･Ａに入力

燃料費･･･Ｃに入力
・燃油費であることが分かる科目名（ガソ
リン代、軽油代など）であれば名称は問い
ません。
※他の経費科目に含まれた燃油費を申告す
る場合は、別途内訳がわかる資料を提出す
る必要があります。

■経費（燃料費、光熱水費、仕入原価）
“一律支援型”に限り、確定申告書における各年間経費額の月平均に6

をかけた数字を申請額とみなし、内訳の書類を省略することができま
す。

■売上や営業利益
各月の額が明確でない場合、確定申告書の年間の売上または営業利

益の月平均に6をかけた数字を申請額としてみなす事が出来ます。
・または、７月～12月の内訳がわかる資料を添付して、その金額で申
請することも可能。

【個人】一律支援型



・売上減少要件・営業利益減少要件の入力例
売上の場合 営業利益の場合

売上･･･Ａ
・確定申告書の年間の営業利益から月平均を出し
その６カ月分として申請することが可能です。

②営業利益･･･Ｂ
・確定申告書の年間の営業利益から
月平均を出し、その６カ月分として
申請することが可能です。

仕入原価･･･Ｅ
・７月～12月の合計金額を申請システムに入力。

光熱水費･･･Ｄ
・確定申告書の年額から月平均を算出し、
６か月分を経費額として申請が可能。

燃料費･･･Ｃ
・燃油費であることが分かる科目名（ガソリン代、軽
油代など）であれば名称は問いません。
・月ごとの金額が明確でない場合、確定申告書の各年
間経費額の月平均に6をかけた数字を申請額としてみな
すことが出来ます。

・費用実績上昇要件の入力例
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【個人】一律支援型


